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令和 2 年 7 月 22 日 

豊 橋 税 関 支 署          

 

 令和２年上半期分三河港貿易概況（速報） 

 

輸 出 額     8,294億 73 百万円 （前年同期比   40.0% 減） 

輸 入 額        3,054億 87 百万円 （前年同期比    22.3% 減） 

差 引 額      5,239億 85百万円 （前年同期比   47.0% 減） 

 

 令和２年上半期の三河港における輸出額は、「金属鉱及びくず」などが増加したものの、「自動

車」、「船舶類」などが減少したため前年同期比 40.0％の減少となった。 

 また、輸入額は、「植物性原材料」などが増加したものの、「自動車」、「鉄鋼」などが減少したた

め、前年同期比 22.3％の減少となった。 

 

 

【輸出入貿易額の推移】 

 

  〔参考〕 令和２年上半期の為替レート 

１ドル 108.37円 （前年同期比 1.7％ 1.91円の円安ドル高） 
（注）税関長が公示する相場を当該相場が適用される日数で加重平均したもの 

報道発表 
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１.主要品目別動向 

 

（１）輸出 

「自動車」は、前年同期に比べ金額は 41.0％の減少、数量は 39.1％の減少となった。そ

のほか「鉄鋼」は増加したものの、「その他の化学製品」、「船舶類」などが減少となった。 

 

 

 

 

（２）輸入 

「自動車」は、前年同期に比べ金額は 20.9％の減少、数量は 24.2％の減少となった。そ

のほか「とうもろこし」は増加したものの、「鉄鋼」、「航空機類」などが減少となった。 
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２.国（地域）別動向 

 

（１）輸出 

「メキシコ」向けの「自動車」が増加したものの、「アメリカ合衆国」及び「カナダ」向

けの「自動車」などが減少した。 

 

 

 

 

 

（２）輸入 

「スウェーデン」からの「自動車」が増加したものの、「ドイツ」及び「アメリカ合衆国」

からの「自動車」などが減少した。 

 

 


